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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 抜 き 取 り 可 能 な 画 鋲
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 幅 広 の 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 下 面 側 に 尖 端 の 針 部 （ ４ ） を 、 上 面 側 に 横 向 き
の 挿 通 孔 （ ２ ） を 穿 設 し た 掴 み 代 （ １ ） を 、 前 記 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 平 滑 面 （ ５ ） を 残
し て 設 け て な る 抜 き 取 り 可 能 な 画 鋲 。
【 請 求 項 ２ 】 前 記 掴 み 代 （ １ ） が 直 方 体 ま た は そ れ に 類 似 す る 形 式 で 横 向 き の 挿 通 孔 （ ２
） を 穿 設 し て 成 る ピ ー ス 状 体 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 抜 き 取 り 可 能 な 画 鋲 。
【 請 求 項 ３ 】 前 記 掴 み 代 （ １ ） が 板 状 主 体 部 に よ り 横 向 き の 挿 通 孔 （ ２ ） を 形 成 し て な る
ピ ー ス 状 態 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 抜 き 取 り 可 能 な 画 鋲 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 壁 や 柱 等 に 掲 示 物 を 貼 り 付 け る た め の 抜 き 取 り 可 能 な 画 鋲 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
１ ． 一 文 字 型 指 回 し ヘ ッ ド か ら な る ネ ジ 付 き 押 し ピ ン 。
登 録 実 用 新 案 公 報 ３ ０ ３ ９ ２ ９ ６ 号
２ ． 平 板 状 の 頭 が リ ン グ 状 、 ま た は フ ッ ク 状 で 一 連 に 接 着 さ れ て い る 画 鋲 を 使 用 し た 画 鋲
打 ち 機 械 。
公 開 実 用 新 案 公 報 　 実 開 平 ６ － ７ ５ ７ ９ ５
及 び 　 刺 し 針 を 植 え 込 ん だ 頭 台 座 に 指 孔 を 形 成 す る リ ン グ を 一 体 化 し て 、 プ ラ ス チ ッ ク で
一 体 成 型 し た 指 リ ン グ 取 っ 手 の 付 い た 押 し ピ ン 。
公 開 特 許 公 報 　 特 開 平 １ １ － ２ ５ ４ ８ ９ ０
３ ． テ コ 用 レ バ ー が 装 着 さ れ て い る 画 鋲 。
公 開 特 許 公 報 　 平 ４ － １ １ ２ ０ ９ ９
４ ． 板 状 の 画 鋲 の 頭 部 を く の 字 型 に し 、 て こ の 原 理 で 抜 き や す く す る 。
特 許 公 報 　 特 許 第 ３ １ ０ ３ ７ ６ ３
５ ． 断 面 は ほ ぼ Ｕ 字 状 に 折 曲 し た 狭 持 板 の 一 方 の 外 面 に ピ ン を 突 出 さ せ た 画 鋲 　 公 開 特 許
公 報 　 特 開 平 １ ０ － １ ３ ８ ６ ９ ５
６ ． 　 ピ ン フ ッ ク 付 き の 頭 に 複 数 の 針 を つ け て あ る 画 鋲 。
公 開 実 用 新 案 公 報 　 実 開 平 ７ － ４ ４ ４ ８ ３



【 ０ ０ ０ ３ 】
７ ． 紐 を 画 鋲 本 体 側 面 の 翼 の フ ッ ク に 引 っ 掛 け て 物 を 吊 る す 。
公 開 特 許 公 報 　 特 開 平 ６ － ７ ９ ９ ９ ５
８ ． 軟 質 ゴ ム 又 は 他 の 高 分 子 材 質 の リ ン グ 内 に 頭 部 を 入 れ 内 側 か ら 画 鋲 の 針 を 貫 通 さ せ る
。 登 録 実 用 新 案 公 報 　 第 ３ ０ １ ６ １ ２ ４
９ ． 頭 部 の 頂 部 の 穴 、 又 は ス リ ツ ト に 、 画 鋲 の ピ ン を 差 し 込 み 、 多 段 に 積 み 重 ね る こ と が
で き る 。 公 開 実 用 新 案 公 報 　 実 開 平 ５ － ３ ５ ３ ９ ０
１ ０ ． 使 用 し な い と き は 針 が 頭 の 中 に し ま い こ ま れ 、 使 用 時 だ け 針 が 頭 の 中 か ら 出 て く る
。 公 開 特 許 公 報 　 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ０ ３ １ ９ ７ 号
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と し て い る 課 題 】
従 来 の 幅 広 の 略 円 盤 状 鍔 部 の 厚 さ が 均 一 な 板 状 の 幅 広 の 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） で 形 成 さ れ る
画 鋲 は 使 用 し て い る と き 目 立 た な い が 幅 広 の 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） を 爪 で 挟 ん で 外 す こ と が
多 か っ た 。 幅 広 の 略 円 盤 状 鍔 部 は ニ ッ パ ー （ １ １ ） 等 で は 挟 み に く い た め 使 い に く か っ た
。
ま た 、 画 鋲 を 外 す と き 画 鋲 の 頭 と 壁 面 （ ７ ） 等 の 間 に 隙 間 が な い た め に そ こ に く さ び 状 の
も の を 差 し 込 む こ と が 困 難 な 場 合 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
画 鋲 を 抜 き 易 く す る と 頭 の 部 分 の つ ま み や 頭 自 体 も 大 き く な る か 、 又 は 構 造 が 複 雑 に な る
欠 点 が あ つ た 。
画 鋲 は 画 鋲 の 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） で 掲 示 物 を 壁 面 （ ７ ） 等 に 押 し つ け て 壁 面 （ ７ ） に 掲 示
物 を 止 着 す る 事 が 多 く 軽 い 物 を 吊 り 下 げ る と き は や や 面 倒 で あ つ た 。
頭 の 平 た い 画 鋲 は 針 が 刺 さ り に く い と き 上 か ら 叩 こ う と し て も 画 鋲 を 支 え る 個 所 も な か っ
た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
画 鋲 で 掲 示 物 を 留 め る と き 、 数 個 の 画 鋲 を 手 の 平 に 載 せ て い る か 、 ま た は い ち い ち 箱 の 蓋
を 開 い て 取 り 出 さ な け れ ば な ら な か っ た 。 抜 い た 画 鋲 を 収 納 す る と き も 同 様 で 、 不 便 で あ
っ た 。
高 所 の 画 鋲 を 抜 く と き は 、 踏 み 台 の 上 に 立 っ て 抜 く か 、 器 具 を 使 っ て 画 鋲 と 壁 と の 間 に く
さ び 状 の も の を 刺 し 込 ん で 抜 く 場 合 も あ る の だ が 、 も う 少 し 、 簡 単 に 抜 く こ と が で き れ ば
良 か っ た 。
高 所 に い る と き 床 面 等 の 下 方 の 容 器 に 画 鋲 が 流 れ 込 ん で く れ ば な お 良 か つ た 。
本 発 明 は 上 記 に 鑑 み 、 壁 等 に 係 止 さ れ た 画 鋲 を ニ ッ パ ー （ １ １ ） 等 の 道 具 を 用 い て 、 容 易
に 引 き 抜 く こ と が で き る と と も に 、 小 さ い ま ま 、 差 し 込 み 易 く 、 持 ち 運 び し や す く 、 か つ
収 納 し 易 い 画 鋲 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 画 鋲 （ １ ０ ） は 厚 さ が 均 一 な 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の
下 面 側 に 針 （ ４ ） を 植 え 込 ん だ 画 鋲 （ １ ０ ） に お い て 、 幅 広 の 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 針 （
４ ） が な い 上 面 側 に 、 掴 み 代 （ １ ） を 設 け 、 そ の 掴 み 代 （ １ ） に 挿 通 孔 （ ２ ） を 略 円 盤 状
鍔 部 （ ３ ） の 上 面 側 の 平 滑 面 に で き る だ け 近 く 、 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 上 面 又 は 裏 面 の 表
面 に 略 平 行 に 、 す な わ ち 針 （ ４ ） に 略 直 角 と な る よ う に 開 け 、 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 上 面
側 の 平 滑 面 に 於 い て 挿 通 孔 （ ２ ） の 両 開 口 部 の 両 外 側 の 部 分 、 又 は 掴 み 代 （ １ ） の 両 端 が
略 円 盤 状 鍔 部 の 両 端 ま で 延 び て い る 場 合 も 掴 み 代 （ １ ） の 対 面 す る 側 面 の 両 外 側 の 部 分 が
掴 み 代 （ １ ） で 覆 わ れ な い よ う に 露 出 さ せ て 形 成 さ れ た も の で あ る 。 こ の 場 合 掴 み 代 （ １
） の 対 面 す る 両 側 面 の 外 側 に な る 上 面 側 の 平 滑 面 （ ５ ） が 針 の 付 け 根 に 対 し て 対 称 に な っ
て い れ ば ニ ッ パ ー 等 に よ り 画 鋲 を 挿 し 込 む と き 真 っ 直 ぐ に 挿 し 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
掴 み 代 （ １ ） に は ▲ １ ▼ 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 上 面 側 に 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 一 部 を 盛 り
上 げ て 形 成 し た も の 、 掴 み 代 （ １ ） を 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 上 面 側 の 表 面 に 固 着 し て 形 成
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し た も の 、 ▲ ２ ▼ 略 長 方 形 の 板 状 の も の を 曲 げ て 上 面 側 の 表 面 に 固 着 し 略 筒 状 又 は 断 面 が
略 半 円 状 の 挿 通 孔 （ ２ ） を 形 成 し た も の 等 が あ る が 、 い ず れ も 、 少 な く と も 、 そ の 挿 通 孔
（ ２ ） は 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） に お け る 上 面 側 の 掴 み 代 （ １ ） に あ け た 挿 通 孔 （ ２ ） の 両 開
口 部 の 両 外 側 の 部 分 が 、 掴 み 代 （ １ ） 等 で 覆 わ れ な い で 露 出 さ せ て 形 成 さ れ た も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
す な わ ち 、 掴 み 代 （ １ ） を 形 成 す る 金 属 等 の 物 体 の 長 さ が 短 く 略 円 盤 状 鍔 部 の 両 端 に 達 し
な い 場 合 は 、 掴 み 代 （ １ ） 及 び 掴 み 代 （ １ ） と 略 円 盤 状 鍔 部 の 接 合 面 の 外 側 全 体 に 於 け る
略 円 盤 状 鍔 部 の 上 面 側 の 平 滑 面 が 掴 み 代 等 で 覆 わ れ な い よ う に 露 出 さ せ て 形 成 さ れ た も の
で あ る 。 そ れ に よ っ て 、 い ず れ の 場 合 も 掴 み 代 （ １ ） を ニ ッ パ ー （ １ １ ） 等 で 挟 み 、 画 鋲
（ １ ０ ） を 抜 く こ と が で き る と と も に 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 掴 み 代 （ １ ） 等 で 覆 わ れ て い
な い 部 分 を ニ ッ パ ー （ １ １ ） 等 の 先 端 の 平 ら な 部 分 で 押 す 事 に よ り 、 画 鋲 （ １ ０ ） を 壁 （
７ ） 等 に 差 し 込 む こ と が で き る 。 掴 み 代 （ １ ） に 開 け た 挿 通 孔 （ ２ ） に 平 行 で あ る 掴 み 代
（ １ ） の 対 面 す る 両 側 面 の 外 側 に 於 け る 画 鋲 （ １ ０ ） の 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 表 面 の 両 側
が 掴 み 代 （ １ ） で 覆 わ れ て い な い 図 １ や 図 ３ の 場 合 は 、 ニ ッ パ ー （ １ １ ） 等 で 挟 ん だ ま ま
挿 通 孔 （ ２ ） に 糸 等 の 線 状 体 （ ９ ） を 通 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
通 常 は い ず れ の 場 合 も 掴 み 代 （ １ ） に つ い た 挿 通 孔 （ ２ ） に 、 糸 等 の 線 状 体 （ ３ ） を 通 す
こ と が で き る 。
ま た 、 掴 み 代 （ １ ） に つ い た 挿 通 孔 （ ２ ） に 、 細 い 棒 （ ８ ） を 挿 し 込 む と か 、 鉤 の 先 を 挿
す こ と が で き る 。
掴 み 代 （ １ ） は 小 さ い と き や 薄 い 布 、 シ ー ト 、 金 属 で 構 成 さ れ て い る 場 合 は 、 指 で 画 鋲 （
１ ０ ） の 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） を 直 接 押 し て 壁 （ ７ ） に 差 し 込 む こ と が 比 較 的 容 易 に な る が
通 常 は 挿 通 孔 （ ２ ） に 糸 等 の 線 状 体 を 通 し に く く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
掴 み 代 （ １ ） は 頑 丈 な 場 合 は 、 挿 通 孔 （ ２ ） に 棒 を 差 し 込 み 支 え な が ら そ の 上 か ら 静 か に
叩 い て 画 鋲 （ １ ０ ） を 挿 し 込 む こ と が で き る 。
掴 み 代 （ １ ） に あ け た 挿 通 孔 （ ２ ） は 小 さ い ほ ど 良 い の だ が 、 離 れ た 場 所 の 画 鋲 （ １ ０ ）
を 挿 通 孔 （ ２ ） を 利 用 し て 抜 き 取 る 場 合 は や や 大 き な 挿 通 孔 （ ２ ） の ほ う が 良 い 。 略 円 盤
状 鍔 部 は 他 に 略 長 方 形 や 楕 円 形 等 種 々 の 形 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 作 用 】 画 鋲 （ １ ０ ） の 針 （ ４ ） を 壁 （ ７ ） 等 に 刺 し た と き 、 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 上 面
側 の 掴 み 代 （ １ ） と 掴 み 代 （ １ ） に 付 け た 挿 通 孔 （ ２ ） が 壁 （ ７ ） 面 の 上 側 に 必 ず 出 て い
て 、 常 に 口 を 開 い て い る の で 、 図 ８ （ ａ ） の よ う に そ こ に 棒 （ ８ ） 等 を 簡 単 に 挿 し 込 む こ
と が で き る 。 し た が っ て 下 記 の 共 通 な 働 き が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 掴 み 代 （ １ ） が 画 鋲 （ １ ０ ） 全 体 と つ な が っ て い る た め 、 こ こ を 引 け ば 画 鋲 （ １ ０ ）
は 壁 （ ７ ） 面 等 か ら 抜 く こ と が で き る 。
ま た 、 そ の 挿 通 孔 （ ２ ） に 金 属 製 の 棒 （ ８ ） を 通 し て そ の 棒 （ ８ ） の 支 点 に な る 部 分 を 壁
（ ７ ） 面 の 一 部 に 当 て て 、 壁 （ ７ ） 面 か ら 離 す よ う に 引 く こ と に よ り 、 図 ８ （ ａ ） 、 （ ｂ
） の よ う に て こ の 原 理 を 使 っ て 画 鋲 （ １ ０ ） を 抜 く こ と が で き る 。 棒 （ ８ ） を 挿 し 込 む 挿
通 孔 （ ２ ） が い つ も 掲 示 物 の 上 に あ る の で 、 天 井 な ど の 離 れ た 場 所 で も 、 そ の 挿 通 孔 （ ２
） に 棒 （ ８ ） を 挿 し 込 み や す い た め 、 抜 く 作 業 も 容 易 で あ る 。 挿 通 孔 （ ２ ） は 小 さ い ほ ど
良 い の だ が 、 高 所 の 画 鋲 （ １ ０ ） を 抜 く と き は 、 挿 通 孔 （ ２ ） が 大 き い ほ う が 便 利 で あ る
。 い ず れ に し て も 挿 通 孔 （ ２ ） が 小 さ い 場 合 で も 、 離 れ て い て も 比 較 的 抜 き 易 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 そ の 挿 通 孔 （ ２ ） に 糸 や 針 金 等 を 通 せ ば 壁 （ ７ ） 面 な ど に 軽 い 請 求 書 や 領 収 書 等 の
物 を 吊 る す こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
糸 や 針 金 等 の 線 状 体 が 長 い 場 合 に は そ の 挿 通 孔 （ ２ ） に 通 し た 糸 、 紐 、 又 は 針 金 等 を 手 に
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掴 ん で 画 鋲 （ １ ０ ） を ひ き 抜 く 事 が で き る 。 た だ し 、 あ ま り 長 い と 、 画 鋲 （ １ ０ ） が 目 に
当 た っ た り し て 危 険 で あ る 。
更 に 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 掴 み 代 （ １ ） の 挿 通 孔 （ ２ ） に 、 先 端 部 が 曲 が っ た 細 い 金 属 に
画 鋲 （ １ ０ ） の 挿 通 孔 （ ２ ） を 引 っ 掛 け て 画 鋲 （ １ ０ ） を 抜 く こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 画 鋲 （ １ ０ ） を 刺 し 込 む 作 業 を し て い る と き や 、 画 鋲 （ １ ０ ） を は ず す 作 業 を し て
い る と き に 画 鋲 （ １ ０ ） の 入 っ た 箱 を 持 ち 歩 く 場 合 蓋 を 開 け た り 閉 め た り す る 必 要 が あ り
、 い ち い ち 箱 を 置 く 場 所 も 考 え な け れ ば な ら ず 面 倒 だ が 、 図 ９ の よ う に 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３
） の 上 面 側 の 挿 通 孔 （ ２ ） に 針 金 や 紐 を 通 す こ と に よ り た く さ ん の 画 鋲 （ １ ０ ） を 簡 単 に
ま と め な が ら 持 ち 歩 く こ と が で き る 。 た く さ ん の 本 発 明 の 画 鋲 （ １ ０ ） を 糸 に つ な い だ ま
ま 箱 等 に 入 れ た 場 合 で も 取 り 出 す こ と も 数 を 数 え る こ と も 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
高 所 で 画 鋲 （ １ ０ ） の 抜 き 取 り の 作 業 を し て い る と き 、 抜 い た 画 鋲 （ １ ０ ） を 、 挿 通 孔 （
２ ） に 糸 等 の 線 状 体 （ ９ ） を 通 し て 糸 等 を 伝 わ せ て 、 床 の 容 器 に 導 く こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
掴 み 代 （ ２ ） は ペ ン チ 等 の 挟 み 部 の 両 方 の 先 端 部 が ぴ っ た り と く っ つ き 先 端 部 が 平 ら な 洗
濯 挟 み 、 ニ ッ パ ー （ １ １ ） 等 で 挟 ん で 画 鋲 （ １ ０ ） を 固 定 し 、 図 ７ の よ う に 掴 み 代 （ ２ ）
の 両 側 に あ る 略 円 盤 状 鍔 部 の 上 面 側 の 部 分 を 、 挟 ん で い る 器 具 の 先 端 の 両 側 の 平 ら な 部 分
で 同 時 に 、 両 側 に 均 等 に 力 を 加 え て 押 し て 壁 面 （ ７ ） に 刺 し 込 む こ と が で き る 。 こ の 場 合
に は ニ ッ パ ー （ １ １ ） 等 を 握 っ て 刺 す た め 大 き な 力 で 刺 す こ と が で き る 。 同 様 に 抜 き 取 る
作 業 も 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
挿 通 孔 （ ２ ） に 針 金 （ ８ ） 等 を 挿 し 込 ん で 画 鋲 （ １ ０ ） を 支 え て 小 さ な 金 槌 で 叩 い て 刺 し
込 む こ と も で き る 。 ま た 、 抜 く と き に 挿 通 孔 （ ２ ） に 棒 （ ８ ） 等 を 挿 し 込 ん で 回 し て か ら
抜 く こ と も で き る た め 抜 き 易 い の で 画 鋲 （ １ ０ ） を や や 大 型 で 頑 丈 に す る こ と も で き る 。
本 発 明 の 画 鋲 （ １ ０ ） は 小 さ な 子 供 で も 力 の な い 人 で も 刺 し 込 む こ と も 抜 く こ と も 容 易 で
、 持 ち 運 び し や す く 、 か つ 収 納 し 易 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る 抜 き 取 り 可 能 な 画 鋲 （ １ ０ ） の 実 施 の 態 様 に つ き 、 添 付 図 面 に 基 づ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 に 係 る 抜 き 取 り 可 能 な 画 鋲 （ １ ０ ） は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 幅 広 の 略 円 盤 状 の
鍔 部 （ ３ ） に お け る 下 面 側 に 尖 端 状 の 針 部 （ ４ ） 、 そ の 上 面 側 の 平 滑 面 （ ５ ） に 不 定 形 の
線 状 体 よ り 成 る 掴 み 代 （ １ ） を 前 記 幅 広 の 円 盤 状 等 の 鍔 部 （ ３ ） に 於 け る 平 滑 面 （ ５ ） を
残 し て 一 体 的 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 掴 み 代 （ １ ） は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 幅 広 の 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 上 面 側 の 略 中
央 に 略 矩 形 状 と す る ピ ー ス 状 体 ６ と し て 、 そ の 残 余 部 を 平 滑 面 と す る 以 外 、 断 面 が 略 円 弧
状 と す る ピ ー ス 状 体 ６ ｂ （ 図 ２ ） 、 略 円 筒 状 と す る ピ ー ス 状 体 ６ ｃ （ 図 ３ ） 、 断 面 が 略 半
円 形 状 と す る ピ ー ス 状 体 ６ ｄ （ 図 ４ ） 、 あ る い は 側 面 視 略 ハ ッ ト 型 と す る ピ ー ス 状 本 体 ６
ｅ （ 図 ５ ） 等 種 々 の 形 状 の も の が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に 、 こ の 掴 み 代 （ １ ） は 、 ピ ー ス 状 本 体 ６ 以 外 、 図 ６ の よ う に 薄 い 金 属 、 シ ー ト 、 ま
た は 布 等 の よ う な 不 定 形 の 面 状 体 の 材 料 を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。
す な わ ち 、 側 面 視 略 ハ ッ ト 型 の 特 殊 な も の と し て 、 掴 み 代 （ １ ） を 構 成 す る 素 材 に こ れ ら
の も の の う ち 薄 く 丈 夫 な 平 面 的 な 広 が り の あ る 素 材 を 使 用 す る と 画 鋲 （ １ ０ ） を 押 し 込 む
と き 、 指 の 先 が 痛 く な り に く い の だ が 、 指 先 が 切 れ る よ う な も の で な け れ ば 好 都 合 で あ る
。 ま た 、 こ れ ら の 素 材 が 丈 夫 で あ れ ば そ れ ら の 幅 を 狭 め る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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図 １ ～ 図 ４ で は こ の 掴 み 代 （ １ ） に 、 挿 通 孔 （ ２ ） を 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 表 及 び 裏 側 の
面 、 す な わ ち 壁 等 （ ６ ） と の 接 触 面 に 略 平 行 で 、 か つ 針 （ ４ ） に 垂 直 に あ け る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に 、 図 ２ で は 掴 み 代 （ １ ） の 両 側 面 の 外 側 に 於 け る 画 鋲 （ １ ０ ） の 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３
） に 於 け る 表 面 が 、 画 鋲 （ １ ０ ） が 図 ２ の 位 置 に あ る 場 合 に 、 そ の 上 面 に は 、 掴 み 代 （ １
） の 一 部 な ど 何 も な い よ う に す る 。 そ し て 、 画 鋲 （ １ ０ ） の 上 面 側 の な に も な い 部 分 が 略
円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） に お け る 針 の 付 け 根 に 対 し て 対 称 形 に な る よ う に す る 。 ま た 、 図 １ 、 図
３ 、 図 ４ で は 掴 み 代 （ １ ） と 画 鋲 （ １ ０ ） の 接 合 面 の 周 囲 に 於 け る 画 鋲 （ １ ０ ） の 上 面 側
に は 、 画 鋲 （ １ ０ ） が 図 の 位 置 に あ る 場 合 そ の 上 方 に は 何 も こ な い よ う に し て あ け て 形 成
す る 。 こ の 場 合 も 画 鋲 （ １ ０ ） の 表 面 の な に も な い 部 分 が 、 少 な く と も 掴 み 代 （ １ ） の 対
向 す る １ 対 の 両 側 面 に 対 し て 存 在 し 、 か つ 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） に お け る 針 の 付 け 根 に 関 し
て 対 称 形 に な る よ う に す る 。 同 様 に 、 複 数 の 対 称 形 に な る よ う な 部 分 が あ れ ば な お 好 都 合
で あ る 。 な お 、 挿 通 孔 （ ２ ） の 入 り 口 と 出 口 の 中 間 点 が 針 の 延 長 線 上 に 来 る こ と が 望 ま し
く 、 掴 み 代 （ １ ） の 挿 通 孔 の 入 り 口 と 出 口 を 結 ぶ 線 上 の 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） 等 の 上 面 側 に
は な に も こ な い よ う に あ け て お く こ と が 、 当 然 、 大 切 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ５ で は 同 様 に 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 片 面 に 針 （ ４ ） を 植 え 込 み 、 反 対 の 面 に 金 属 等 か ら
成 る 略 長 方 形 の 板 状 主 体 部 を 曲 げ て 略 筒 状 の 掴 み 代 （ １ ） 、 又 は 断 面 が 略 半 円 状 の 掴 み 代
（ １ ） を 作 り 、 そ の 略 筒 状 の 部 分 の 挿 通 孔 が 針 （ ４ ） に 垂 直 に な る よ う に 画 鋲 （ １ ０ ） 略
円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の で き る だ け 上 面 の 表 面 に 近 く に 設 け る 。 画 鋲 （ １ ０ ） が 図 ５ の 位 置 に
あ る 場 合 、 掴 み 代 （ １ ） の 下 側 に な る 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 上 面 側 の 表 面 、 及 び 板 状 の 金
属 等 の 両 端 等 に 於 け る 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） の 上 面 側 と の 接 合 面 以 外 の 画 鋲 （ １ ０ ） に 於 け
る 上 面 側 の 表 面 の 上 方 に は 何 も な い よ う に し て 画 鋲 （ １ ０ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
挿 通 孔 （ ２ ） が 略 円 筒 形 の 場 合 は 筒 を く っ つ け た よ う な 形 に な る 。
金 属 等 の 板 状 の 物 質 が 非 常 に 柔 ら か く 薄 い シ ー ト 等 の 場 合 は 指 で 画 鋲 （ １ ０ ） を 差 し 込 む
こ と も で き る 。
図 １ ～ 図 ５ の い ず れ の 場 合 も 、 ▲ １ ▼ 略 円 盤 状 鍔 部 の 上 面 側 に 掴 み 代 （ １ ） を 付 け る こ と
に よ り 掴 み 代 （ １ ） を ニ ッ パ ー （ １ １ ） 等 で 挟 ん で 刺 し 込 む こ と や 抜 き 取 る こ と が で き る
よ う に す る と と も に 、 ▲ ２ ▼ 掴 み 代 （ １ ） の 対 面 す る 両 側 面 の 外 側 ま た は 掴 み 代 の 周 囲 に
、 掴 み 代 （ １ ） で 覆 わ れ て い な い 画 鋲 （ １ ０ ） の 上 面 側 に 於 け る 表 面 の 部 分 を 略 円 盤 状 鍔
部 （ ３ ） の 針 の 付 け 根 に 対 し 対 称 に し 、 画 鋲 （ １ ０ ） を 押 す と き や 引 く と き に 針 を バ ラ ン
ス 良 く 押 す ・ 引 く こ と が で き る よ う に し て 設 け て お く 。 ▲ ３ ▼ 細 い 棒 等 を 使 う た め に 、 そ
の 掴 み 代 （ １ ） に 、 略 円 盤 状 鍔 部 （ ３ ） に 略 平 行 に 、 略 円 盤 状 鍔 部 の 表 面 に で き る だ け 近
づ け て 、 小 さ い 挿 通 孔 （ ２ ） を 開 け る 。 こ の ▲ １ ▼ ～ ▲ ３ ▼ の ３ 項 目 を 特 徴 と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
画 鋲 （ １ ０ ） を 被 固 定 面 に 固 定 し た 状 態 で そ の 掴 み 代 （ １ ） に 挿 通 孔 （ ２ ） が 開 い て い る
た め 、 掴 み 代 （ １ ） と 挿 通 孔 （ ２ ） は 、 常 に 被 掲 示 物 の 最 も 上 側 に 露 出 し て い る 。 　 し た
が っ て 、 そ の 掴 み 代 （ １ ） を ニ ッ パ ー （ １ １ ） 、 ペ ン チ 、 又 は 先 端 が 角 張 っ て い て 平 ら な
洗 濯 挟 み で 図 ７ の よ う に 摘 む こ と か で き る 。 壁 （ ７ ） に 突 き 刺 し て あ る と き も そ う で な い
と き も 挟 む こ と が で き る 。 画 鋲 （ １ ０ ） の 掴 み 代 （ １ ） の 外 側 に あ る 上 面 側 の 平 滑 面 （ ５
） が 、 針 の 付 け 根 に 対 し て 対 称 形 の 場 合 真 っ 直 ぐ に 打 ち 込 め る た め 画 鋲 を 挿 し 込 む 作 業 も
容 易 で あ る 。 こ の 際 は 、 ニ ッ パ ー で 挿 通 孔 （ ２ ） を 摘 ん で 差 し 込 む た め 、 指 先 で 押 さ え て
挿 し 込 む の と 異 な り 、 大 き な 力 を 加 え る こ と が で き る 。 画 鋲 （ １ ０ ） を 壊 さ な い よ う に 注
意 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 そ の 挿 通 孔 （ ２ ） に 糸 、 紐 、 針 金 等 の 線 状 体 （ ９ ） ま た は 棒 （ ８ ） 等 を 通 す こ と が
で き る 。 し か も 、 壁 （ ７ ） に 画 鋲 （ １ ０ ） を 刺 し こ ん で あ る 時 も 、 刺 し こ ん で な い 時 も 通
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す こ と が で き る 。 し た が っ て 、 ▲ １ ▼ 画 鋲 （ １ ０ ） を 壁 に 刺 し て あ る と き 、 糸 を 通 し 他 の
軽 い 物 を 吊 る す 事 や 、 通 し た 糸 を 引 い て 画 鋲 （ １ ０ ） を 抜 く こ と 等 が で き る 。 ▲ ２ ▼ 図 １
０ の よ う に 画 鋲 （ １ ０ ） を 抜 い た 後 挿 通 孔 （ ２ ） に 通 し た 糸 を 伝 わ せ て 容 器 に 誘 動 す る こ
と が で き る 。 ▲ ３ ▼ 図 ９ の よ う に 挿 通 孔 に 糸 を 通 し て 収 納 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 画 鋲 （ １ ０ ） を 壁 （ ７ ） に 刺 し た と き の 、 挿 通 孔 （ ２ ） の 位 置 が 壁 面 （ ７ ） に 近 い
場 合 は 図 ８ の よ う に 、 棒 （ ８ ） を 挿 通 孔 （ ２ ） に 差 し 込 ん だ と き 、 壁 面 （ ７ ） を 、 て こ の
支 点 と し て 使 い 易 い 。 こ の こ と は 、 ま た 、 挿 通 孔 （ ２ ） に 糸 等 を 通 し て 図 ９ の よ う に 数 珠
繋 ぎ に す る 収 納 の 作 業 も し 易 い こ と に も 通 じ る 。 ま た 、 画 鋲 （ １ ０ ） が 抜 け な い と き 、 棒
（ ８ ） を 通 し て 、 図 ８ （ ａ ） の 状 態 で 回 転 さ せ 、 抜 き や す く で き る 。 画 鋲 （ １ ０ ） を 壁 面
７ に 刺 し 込 む と き 棒 （ ８ ） を 通 し て 、 図 ８ （ ａ ） の 状 態 で 挿 通 孔 （ ２ ） の 部 分 に 棒 （ ８ ）
を 通 し て 画 鋲 （ １ ０ ） を 動 か な い よ う し て 、 掴 み 代 （ １ ） を 少 し 叩 い て 画 鋲 （ １ ０ ） を 差
し 込 む こ と も で き る 。 す な わ ち 、 挿 通 孔 及 び 掴 み 代 は 画 鋲 （ １ ０ ） を 支 え る ・ 掴 む 等 の 手
が か り に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
画 鋲 （ １ ０ ） に 多 く の 種 類 の 機 能 を 持 た せ ら れ る が 、 画 鋲 （ １ ０ ） が 持 つ の は 手 が か り で
、 仕 事 は 他 の 器 具 が す る た め 、 画 鋲 （ １ ０ ） は 比 較 的 小 さ く 、 掲 示 物 や そ の 他 の 物 の 邪 魔
に な り に く い 。 ま た 、 画 鋲 （ １ ０ ） 自 体 は 、 従 来 の よ う に 小 型 に で き る が 、 大 型 で 頑 丈 に
し て も に し て も 抜 く 、 刺 す の 操 作 が し 易 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 略 円 盤 状 鍔 部 に 掴 み 代 の 付 い た 画 鋲 の 、 （ ａ ） は 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 略 円 盤 状 鍔 部 に 掴 み 代 の 付 い た 画 鋲 の 他 の 例 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 斜 視 図 、 （
ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 略 円 盤 状 鍔 部 に 掴 み 代 の 付 い た 画 鋲 の さ ら に 他 の 例 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 斜 視
図 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 略 円 盤 状 鍔 部 に 掴 み 代 の 付 い た 画 鋲 の さ ら に 他 の 例 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 斜 視
図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 略 円 盤 状 鍔 部 に 掴 み 代 の 付 い た 画 鋲 の さ ら に 他 の 例 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 斜 視
図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 、 （ ｃ ） は 立 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 略 円 盤 状 鍔 部 の 掴 み 代 に 、 薄 い 板 状 主 体 部 を 使 用 し た 場 合 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ニ ッ パ ー （ １ １ ） を 用 い た 引 き 抜 き 状 態 を 示 す 略 示 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 棒 ８ を 用 い た 引 き 抜 き 状 態 を 示 す 略 示 図 で 、 （ ａ ） は 棒 ８ の 差 し 込 み 状 態 を （ ｂ
） は そ の 引 き 抜 く 状 態 を 示 す も の で あ る 。
【 図 ９ 】 抜 き 取 り 可 能 な 画 鋲 の 収 納 状 態 を 示 す 略 示 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 抜 い た 画 鋲 を 、 線 状 体 を 伝 わ せ て 、 容 器 に 移 動 さ せ る 場 合 の 略 示 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 掴 み 代
２ 　 　 挿 通 孔
３ 　 　 略 円 盤 状 鍔 部
４ 　 　 針
５ 　 　 平 滑 面
６ 　 　 指
７ 　 　 壁
８ 　 　 棒
９ 　 　 糸 、 紐 、 又 は 針 金 等 の 線 状 体 。
１ ０ 　 画 鋲
１ １ 　 ニ ッ パ ー
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１ ２ 　 容 器
１ ３ 　 ス ト ッ パ ー
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